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第
八
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
親
族
特
別
控
除
）

第
八
十
四
条
の
二

居
住
者
が
生
計
を
一
に
す
る
年
齢
十
九
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
親
族
（
そ
の
居
住
者
の
配
偶

者
を
除
く
。）及
び
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
（
都
道
府
県
の
採
る
べ
き
措
置
）
の
規
定
に
よ
り
同

法
第
六
条
の
四
（
定
義
）
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童
（
第
五
十
七
条
第
一
項
（
事
業
に
専
従
す
る
親

族
が
あ
る
場
合
の
必
要
経
費
の
特
例
等
）
に
規
定
す
る
青
色
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る

給
与
の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
も
の
と
し
、

合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
三
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）で
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
該
当
し
な
い
も
の
（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
親
族
」
と
い
う
。）を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
居
住
者
の
そ
の
年
分
の
総

所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
か
ら
、
そ
の
特
定
親
族
一
人
に
つ
き
そ
の
特
定
親
族
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
す
る
。

一

合
計
所
得
金
額
が
八
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
特
定
親
族

六
十
三
万
円

二

合
計
所
得
金
額
が
八
十
五
万
円
を
超
え
百
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
特
定
親
族

六
十
三
万
円
か
ら
そ
の
特
定

親
族
の
合
計
所
得
金
額
の
う
ち
八
十
四
万
一
円
を
超
え
る
部
分
の
金
額
に
二
を
乗
じ
た
金
額
（
当
該
乗
じ
た
金

額
が
十
万
円
の
整
数
倍
の
金
額
か
ら
八
万
円
を
控
除
し
た
金
額
で
な
い
と
き
は
、
十
万
円
の
整
数
倍
の
金
額
か

ら
八
万
円
を
控
除
し
た
金
額
で
当
該
乗
じ
た
金
額
に
満
た
な
い
も
の
の
う
ち
最
も
多
い
金
額
と
す
る
。）を
控
除

し
た
金
額

三

合
計
所
得
金
額
が
百
十
五
万
円
を
超
え
百
二
十
万
円
以
下
で
あ
る
特
定
親
族

六
万
円

四

合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
万
円
を
超
え
る
特
定
親
族

三
万
円

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

一

特
定
親
族
が
前
項
に
規
定
す
る
居
住
者
と
し
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合

二

特
定
親
族
が
、
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
又
は
従
た
る
給
与
に
つ
い
て
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
に

記
載
さ
れ
た
源
泉
控
除
対
象
親
族
（
特
定
親
族
に
限
る
。）が
あ
る
居
住
者
と
し
て
第
百
八
十
五
条
第
一
項
第
一

号
若
し
く
は
第
二
号
（
賞
与
以
外
の
給
与
等
に
係
る
徴
収
税
額
）
又
は
第
百
八
十
六
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
項
第
一
号
（
賞
与
に
係
る
徴
収
税
額
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
（
当
該
居
住
者
と
し
て
こ

れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
特
定
親
族
が
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
、
第
百
九
十
条（
年
末
調
整
）

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
又
は
確
定
申
告
書
の
提
出
を
し
、
若
し
く
は
決
定
を
受
け
た
者
で
あ

る
場
合
を
除
く
。）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
場
合

第
六
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条

削
除

第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
）
と
」
を
「
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
受
益
者
等
」
と
い
う
。）と
」
に
、「
同
号

ロ
」
を
「
同
法
第
二
条
第
二
十
九
号
の
二
ロ
」
に
改
め
、「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
項
及
び
第
四
項
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
」
を
、「
定
め
る
金
額
」
の
下
に「（
第
三
項
に
お
い
て
「
帳
簿
価
額
相
当
額
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第

八
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第

七
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同

条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
法
人
課
税
信
託
が
特
定
法
人
課
税
信
託
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
受
託
法
人

の
信
託
財
産
に
属
す
る
特
定
株
式
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
特
定
株
式
を
第
一
項
に

規
定
す
る
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る
価
額
（
当
該
価
額
が
帳
簿
価
額
相
当
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
当
該
帳
簿
価
額
相
当
額
）
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
項
の
居
住
者
の
各
年
分
の
各
種
所
得
の

金
額
を
計
算
す
る
も
の
と
し
、
当
該
特
定
株
式
の
当
該
帳
簿
価
額
相
当
額
は
、
当
該
居
住
者
の
そ
の
取
得
し
た
日

の
属
す
る
年
分
の
各
種
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
総
収
入
金
額
に
算
入
し
な
い
。

４

前
項
及
び
こ
の
項
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
法
人
課
税
信
託

そ
の
受
託
法
人
の
信
託
財
産
に
属
す
る
特
定
株
式
に
係
る
発
行
法
人
等
が
委
託
者
と

な
る
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
課
税
信
託
で
、
当
該
特
定
株
式
の
発
行
法
人
の
役
員
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十

五
号
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
従
業
員
の
勤
続
年
数
、
業
績
そ
の
他
の

基
準
を
勘
案
し
て
、
当
該
役
員
又
は
従
業
員
（
役
員
又
は
従
業
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。）が
そ
の
受
益
者
等
と

な
る
べ
き
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

二

特
定
株
式

譲
渡
に
つ
い
て
の
制
限
そ
の
他
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
株
式
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
以

外
の
株
式
を
い
う
。

三

発
行
法
人
等

特
定
株
式
の
発
行
法
人
、
当
該
発
行
法
人
の
役
員
等
（
役
員
若
し
く
は
従
業
員
又
は
株
主
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
当
該
役
員
等
と
政
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
個
人
及
び
法

人
を
い
う
。

第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
」
を
「
、
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
（
特
定
親
族
特
別
控
除
）
及
び
」
に

改
め
る
。

（
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
十
三
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
所
得
税
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
中
「
七
十
五
万
円
」
を
「
八
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
四
十
八

万
円
」
を
「
五
十
八
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
四
号
中
「
も
の
を
」
を
「
も
の
（
第
三
十
四
号
の
五
に
お
い
て

「
青
色
事
業
専
従
者
等
」
と
い
う
。）を
」
に
、「
四
十
八
万
円
」
を
「
五
十
八
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
四
号
の

四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四
の
五

源
泉
控
除
対
象
親
族

控
除
対
象
扶
養
親
族
並
び
に
居
住
者
の
親
族
（
そ
の
居
住
者
の
配
偶
者
を

除
く
。）及
び
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
に
規
定
す
る
里
親
に

委
託
さ
れ
た
児
童
で
そ
の
居
住
者
と
生
計
を
一
に
す
る
も
の
（
青
色
事
業
専
従
者
等
を
除
く
。）の
う
ち
年
齢
十

九
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
合
計
所
得
金
額
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
該
当

し
な
い
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。

第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
百
八
十
万
円
」
を
「
百
九
十
万
円
」
に
、「
当
該
収
入
金
額
の
百
分
の
四
十
に
相

当
す
る
金
額
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
た
残
額
（
当
該
残
額
が
五
十
五
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
五
十
五
万
円
）」

を
「
六
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
八
十
万
円
」
を
「
百
九
十
万
円
」
に
、「
六
十
二
万
円
」
を
「
六

十
五
万
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
競
争
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令

和
六
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
及
び
延
滞
金


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